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脚
本
家
・
小
説
家 

水
島
あ
や
め
（
一
九
〇
三
～
一
九
九
〇
） 文

責
・
因
幡
純
雄 

   

 

 

【
略
歴
】 

▼
一
九
〇
三
（
明
治

36

）
七
月
十
七
日
、
南
魚
沼
市
大
月
（
旧
三
和
村

大
月
）
に
、
父
高
野
隆
雅
、
母
サ
キ
の
一
人
娘
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本

名
・
高
野
千
年

ち

と

せ

。 

▼
一
九
一
〇
（
明
治

43

）
年
四
月
、
大
月
小
学
校
入
学
。 

▼
一
九
一
六
（
大
正

5

）
年
四
月
、
六
日
町
高
等
科
で
一
年
間
学
ぶ
。 

▼
一
九
一
七
（
大
正

6

）
年
四
月
、
新
潟
県
立
長
岡
高
等
女
学
校
入

学
。
四
年
間
寄
宿
舎
生
活
を
送
る
。 

▼
一
九
二
一
（
大
正

10

）
年
四
月
、
日
本
女
子
大
学
校
師
範
家
政
科
に

入
学
。
母
を
引
き
取
り
、
雑
司
ヶ
谷
で
二
人
暮
ら
し
を
始
め
る
。
大
学

四
年
生
の
秋
、
小
笠
原
プ
ロ
で
映
画
脚
本
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。 

▼
一
九
二
五
（
大
正

14

）
年
三
月
、
同
大
学
卒
業
。
松
竹
蒲
田
撮
影
所

脚
本
部
に
見
習
い
所
員
と
し
て
入
る
。
翌
年
一
月
、
正
式
入
社
。
蒲
田

脚
本
部
で
唯
一
人
の
女
性
脚
本
家
と
し
て
活
躍
。 

▼
一
九
三
五
（
昭
和

10

）
年
三
月
、
松
竹
蒲
田
脚
本
部
退
社
。
小
説
家

に
転
じ
る
。
主
に
少
女
小
説
作
家
と
し
て
活
躍
。 

▼
一
九
四
五
（
昭
和

20

）
年
五
月
、
故
郷
・
六
日
町
伊
勢
町
に
疎
開
。 

▼
一
九
五
五
（
昭
和

30

）
年
六
月
、
神
奈
川
県
片
瀬
海
岸
へ
移
転
。 

▼
一
九
九
〇
（
平
成

2

）
年
十
二
月
三
十
一
日
、
千
葉
県
柏
市
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
永
眠
。
享
年
八
十
七
歳
。 
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〇
脚
本
家
・
水
島
あ
や
め
＝
水
島
は
大
正
十
三
年
十
一
月
、
日
本
女
子

大
学
四
年
の
時
に
、
映
画
「
落
葉
の
唄
」（
小
笠
原
プ
ロ
）
で
脚
本
家
デ

ビ
ュ
ー
。
日
本
映
画
界
に
お
け
る
女
性
脚
本
家
の
先
駆
者
の
一
人
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
二
作
目
の
「
水
兵
の
母
」
は
東
郷
平
八
郎
は
じ
め
海

軍
省
の
全
面
協
力
で
製
作
。
大
正
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
天
覧
、
皇
太

子
殿
下
・
妃
殿
下
が
台
覧
さ
れ
る
な
ど
話
題
を
呼
び
、
国
民
的
大
ヒ
ッ

ト
と
な
る
。
女
子
大
卒
業
後
は
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
の
脚
本
部
に

入
り
、
昭
和
十
年
に
退
職
す
る
ま
で
に
二
十
八
本
（
生
涯
で
三
十
二
本
）

の
映
画
の
原
作
・
脚
本
を
書
い
た
。
当
時
、
監
督
・
脚
本
家
・
撮
影
技

師
な
ど
映
画
製
作
の
中
核
分
野
は
男
性
だ
け
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
女

性
の
脚
本
家
と
し
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
の
が
水
島
あ
や
め
だ
っ
た
。

女
性
蔑
視
や
差
別
的
扱
い
を
受
け
な
が
ら
も
、
母
も
の
・
少
女
も
の
な

ど
女
性
映
画
の
第
一
人
者
と
な
る
。
主
な
ヒ
ッ
ト
作
は
、「
お
坊
ち
ゃ
ん
」

「
母
よ
恋
し
」「
空
の
彼
方
へ
」「
明
け
行
く
空
」「
暴
風
雨
の
薔
薇
」「
輝

け
少
年
日
本
」
な
ど
が
あ
る
。 

〇
小
説
家
・
水
島
あ
や
め
＝
松
竹
蒲
田
を
退
社
す
る
と
、
小
説
家
に
転

じ
る
。
戦
前
は
大
衆
雑
誌
の
全
盛
期
で
、
講
談
社
系
の
雑
誌
「
少
女
倶

楽
部
」「
少
年
倶
楽
部
」「
幼
年
倶
楽
部
」、「
講
談
社
の
絵
本
」
な
ど
に

作
品
を
数
多
く
発
表
。「
小
公
女
」「
小
公
子
」
な
ど
の
海
外
名
作
の
翻

訳
翻
案
、
婦
人
向
け
の
名
婦
物
語
な
ど
も
手
掛
け
た
。
一
冊
の
号
に
二

作
品
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
人
気
の
物
語
作
家
だ
っ
た
。
戦
後
は
疎
開

先
の
故
郷
・
新
潟
県
六
日
町
で
執
筆
活
動
を
続
け
、
戦
後
の
出
版
ブ
ー

ム
で
東
京
の
出
版
社
か
ら
の
執
筆
依
頼
が
殺
到
、
断
る
の
も
大
変
だ
っ

た
と
い
う
。
昭
和
二
十
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
十
年
間
に
、
講
談
社
・

偕
成
社
・
ポ
プ
ラ
社
な
ど
か
ら
約
三
十
冊
の
少
女
小
説
や
海
外
名
作
の

単
行
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
主
な
作
品
「
久
遠
の
夢
」「
秋
草
の
道
」
他
。 

〇
水
島
あ
や
め
と
女
性
史
＝
水
島
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

生
ま
れ
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
没
し
た
。
二
十
世
紀
は
「
女
性

の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
人
権
獲
得
と
社
会
進
出
、
男

女
同
権
が
進
ん
だ
。
大
正
期
に
高
等
女
学
校
と
女
子
大
学
で
学
ん
だ
数

少
な
い
女
性
の
一
人
だ
っ
た
水
島
は
、
同
時
代
の
女
性
や
少
女
た
ち
に

寄
り
添
い
、
映
画
脚
本
や
小
説
を
書
き
続
け
た
。
そ
し
て
物
語
だ
け
で

な
く
、
自
ら
も
女
性
の
経
済
的
自
立
と
社
会
的
評
価
の
確
立
に
取
り
組

ん
だ
。
十
八
歳
で
母
親
を
引
き
取
り
、
他
人
の
世
話
に
な
ら
ず
生
き
る

た
め
に
経
済
的
な
自
立
を
目
指
す
。
病
床
の
母
と
の
暮
ら
し
を
貫
き
、

三
十
年
あ
ま
り
介
護
し
て
看
取
っ
た
あ
と
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
て
余
生
を
送
る
。
そ
し
て
今
か
ら
三
十
年
余
り
前
に
「
終
活
」
を

実
践
し
て
い
る
。
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
脚
本
家
・
小
説
家
と
い

う
文
筆
の
仕
事
で
自
立
し
人
生
を
全
う
し
た
水
島
あ
や
め
の
生
涯
に

は
、
現
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 


